
 

揖斐川町ふるさと基金寄附金実績報告（令和 3年度） 

 

 皆さまからふるさと納税としていただいた寄附金は、「揖斐川町ふるさと基金」に積み立てし、

翌年度以降取り崩して指定いただいた使い道の事業に活用しております。 

令和 3 年度の活用実績について、報告いたします。 

 

１）令和 3年度に受け入れた寄附金 

・寄附金額合計 55,087,000 円 

・寄附件数 1,757 件 

 

  全額をふるさと基金に積み立てました。 

 

２）令和 3年度に寄附金を活用した事業 

  令和 2 年度中にいただいた寄附金 

 ・寄附金額合計 47,737,000 円 

・寄附件数 1,993 件 

 

上記の金額に、従前から基金に積み立ててあった額を追加し、49,300,000 円を別表のとおり

令和 3 年度の事業に活用しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（別表） 

 

令和 3年度 寄附金充当事業の内訳 

使途区分 事業名 説明 充当額
（円） 

充当 
割合

（％） 

ふるさとに住む人たちが、
健康で快適に暮らせるため
の事業（健康、福祉、環境
関連） 

ごみ減量化事業 

資源回収を実施した団体に対する奨
励金、生ごみ堆肥化装置等購入者に
対する助成金を交付することによ
り、ごみの減量化、資源の有効利用
及びごみに対する町民意識の高揚に
活用しました。 

500,000 50.9 

福祉医療費支給
事業 

健康の保持と福祉の増進を図ること
を目的とした福祉医療制度の受給者
の医療費助成に活用しました。 

7,305,000 4.6 

敬老会事業 
敬老会対象者へ記念品として配布す
る地域振興券の経費の一部として活
用しました。 

1,700,000 15.0 

定期予防接種事
業 

乳幼児や高齢者の肺炎球菌等の予防
接種の実施に活用しました。 10,900,000  24.6 

健診事業 健康診断や各種がん検診の実施に活
用しました。 7,900,000 44.6 

ふるさとの未来を担う、人づく
りのための事業（教育、文化、
スポーツ振興、子育て支援関
連）  

すこやかベビー
祝い金事業 

出産者への祝福と、児童の健全な育
成、人口の増加促進を図るため、す
こやかベビー祝金支給の一部として
活用しました。 

2,500,000  69.2 

幼児園運営事務
費 

町内 7 カ所ある公立幼児園の維持管
理、運営に係る費用の一部として活
用しました。 

5,900,000 3.6 

小学校施設管理
備品購入事業 

小学校の施設備品（児童用机・椅子
等）の購入に活用しました。 2,600,000 48.7 

中学校施設管理
備品購入事業 

中学校の施設備品（扇風機等）の購
入に活用しました。 400,000 26.8 

図書館書籍購入
事業 

町内 3 つの図書館の図書購入に活用
しました。 1,500,000 31.4 

ふるさとの安全と安心を守
るための事業（消防、防災
関連） 

消防施設整備事
業 

消火栓器具や防火関連設備・施設の
修繕、消火栓ボックス等備品購入の
経費の一部として活用しました。 

800,000 25.8 

防災対策事業 

災害時に、避難所において配布する
食糧や、水などの備蓄品を購入する
ための経費の一部として活用しまし
た。 

500,000 5.2 

ふるさとの活力のための事
業（産業、観光、地域振興
関連） 

揖斐川町観光協
会等補助事業 

町観光協会に対する補助金として、
横蔵寺ライトアップや谷汲山華厳寺
の日本遺産認定の PR のために行っ
た「竹のぬくもりイルミネーショ
ン」など、町の観光 PR のために活
用しました。 

5,300,000  54.2 

いびがわマラソン事業 いびがわマラソ
ン開催事業 

新型コロナウイルスの影響によりオ
ンライン大会となった「いびがわマ
ラソン 2021 オンライン」の運営費
用の一部として活用しました。 

1,195,000 26.7 

いびがわでのカヌー競技振
興事業 

カヌー競技場維
持費 

揖斐川特設カヌー競技場（上野地
内）の維持管理費用として活用しま
した。 

300,000 44.7 

合 計 49,300,000 - 

※ 充当割合は、総事業費に対して寄附金を充当した割合。 
※ 使途の指定のない寄附（町⾧おまかせ）については、町⾧が指定した事業（上記事業への上乗せ配分）に活用

しています。 
※ 従前から基金に積み立ててあった額を追加して事業に充当する場合や、充当する事業費を寄附額が上回れば

事業費以上に基金を取り崩さず、さらに後年度の事業費に充当するため持ち越す場合があります。 


